
視察先 岐阜県下呂市
令和６年８月１９日

１，小諸市の課題・視察目的
（１）小諸市の現状と課題
令和５年度の総務文教委員会行政視察報告から、執行部に対し
て「部活動の地域移行への取り組み」を提言している。本市での地
域移行については、関係者へのアンケートを実施し、今後検討を
進めていく段階となることから、より具体的に議論を前進させる必
要がある。
（２）視察の目的とねらい
下呂市では、部活動の地域移行に関するスポーツ
庁からの通知以前から部活動のあり方について検
討しており、市内中学校の合同部活の実施や、市内
全６中学校の休日の部活動を地域移行するなどの
先進的な取り組みを参考にしたい。

人 口 29,022人
面 積 851.21㎦
小学校 ９校
中学校 ６校
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２，視察の内容・概要・取り組み

R6部活動地域移行のスタイル

平平日：勤務時間の中で、学校で、先生が
休日：原則拠点校で、地域クラブ指導員が

＜地域クラブ指導員は、教育委員会が任命＞
・地域の、やりがいを感じている社会人
・小中学校の、やりがいを感じている教職員いじて

月 火 水 木 金

平日は部活動
１６：３０まで

土 日

休日は
地域クラブ活動

部活動ガイドラインに沿った活動
平日：２時間以内４日以内 休日：３時間以内土日どちらかは休む

その他の活動はスポーツ・文化クラブとして（任意で）
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支援体制（補助金と移動手段の確保）
＜部活動にかかる市からの補助の継続と充実＞
◆部活動育成補助 一人2,000円の補助
◆部活動遠征補助金 中体連主催大会全額補助 中体連以外１回半額補助

◆保険（日本体育・学校健康センター災害給付） 半額480円補助

◆地域クラブにかかる移動費

スクールバスなど年間 R5：1,920,000円 → R6:3,920,000円
※（月4回の稼働×12月 + 夏休み平日10回分）＋α

・自校にはない部活動に参加している学校 赤字の学校
※平日は他の部活動に参加又はトレーニング部に参加・指導者学校数＋１名

スクールバスの台数
市11台、民間７台
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スポンサ連携協定

３，参考となった事項・提案等

参考となった下呂市の休日の地域移行
・部活動→地域クラブへ
・指導者の確保
・支援体制（補助金と移動手段の確保）
・運営方法の構築
・スポンサーとの連携
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・生徒、教職員、保護者からのアンケートや聞き取り等から調査し、
現状をしっかりと把握し、小諸市の部活動の課題に洗い出しを行う
必要がある。
・休日部活動の指導者は中学校教員の他、小学校教員の部活動兼
務者、地域の方等、誰がどの競技の部活指導を行えるのかを把握
する必要がある。
・教育委員会を中心に部活動地移行推進組織を立ち上げ、推進委
員や指導者の育成を行い、スポーツ協会・クラブ団体・企業などと
先ずは交流連携を図り、生徒達のためにサポート体制を確立する
ことが急務である。
・生徒の部活動のニーズを把握し、合同部活を行う場合には移動手
段の整備が重要。スクールバスの運用を小諸市も可能にしたい。
・地域クラブ指導者への謝金及び部活動大会参加費、保険、移動費
等の補助金の予算確保は国や県の補助金も使って行っていきたい。
・平日の部活動のあり方と保護者会の協力体制も考える必要がある。

小諸市に提案
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視察先 岐阜県飛騨市
令和６年８月２０日

１，小諸市の課題・視察目的
（１）小諸市の現状と課題

「小諸市教育振興基本計画」は、令和６年度から３期目の計画となり、現在実施
している施策に加え、今後４年間のうちに新たに取り組んでいく施策も必要であ
ることから、他市の事例を参考にしながら、より良い計画の推進を！
（２）視察の目的とねらい

飛騨市教育委員会が進める地域教育魅力化プロジェクト（飛騨市学園構想）
は、社会総がかり（保・小・中・高・特支・家庭・地域・企業・行政）で、予測困難な
時代を生きる子どもたちに「幸せな人生と持続可能な社会の創り手となる力」を
育んでいる。本市の教育活動においても、その背景や取組を参考に、今後、小諸
市独自の実現したい未来像を確立してほしい。

人 口 21,877人 高齢化率40,42％
市の面積 792,53㎦

市立５園、私立３園（492人）
小学校は６校・中学校３校

（児童生徒数1461人）
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飛騨市学園構想のこれまで（２０１９～２０２２）
飛騨市学園構想ビジョン検討委員会を設置後、３つの重点に沿った取組の推進！

プロジェクト１ 保小中高特15年間をつなぐ課題解決型学習の実施
・地域とともに古川やんちゃ学（古川小学校）
・「神岡FIELD学」の探Q活動（神岡中学校）
・殿町青龍会さんとの繋がり（飛騨吉城特別支援学校）
・古川中マイ・プロジェクト（古川中学校）
・ESD地域課題研究（吉城高校）

プロジェクト２ コミスクや地域学校協働活動の実施
・ひだっ子キャンプスクール（神岡小・中学校）
・地域の中で遊ぶ（河合小学校）
・山っこブランド販売会（山之村小・中学校）

プロジェクト３ 園・学校・校種間交流の実施
・保小架け橋プログラム（さくら保育園・古川西小学校）
・写真を通じた異年齢交流（宮川小学校）
・小学校へロボット教室（飛騨神岡高校）

２，視察の内容・概要・取り組み
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３，参考となった事項と提案等
・各園・学校や地域の特色を生かしながら、地域や地域人
材を学びのフィールドに、保育時期から高校までの15年
間という長いスパンのカリキュラムを実施。
・コミニュティスクール（コミスク）の導入により学校運営に
地域の声を積極的に生かし特色ある学校づくりを推進。
・コミスクと地域学校協働本部の連携により、より多くの地
域の皆さんが子どもたちの成長を支える活動に参画す
るための基盤を整備。

・系統性・連続性を踏まえた小諸市独自の課題解決型プログラムとして、保小中高
特15年間をつないで力を育むことができるカリキュラムの作成と実施。
・小諸市の学校再編計画に合わせ、地域と学校が一体となって特色ある学校づく
りや様々な課題を支援するために、コミスク（学校運営協議会を導入した学校）を
導入。
・地域学校協働の活動が充実するために、学校と地域住民や保護者をつなぐ地域
学校協働本部の設置と地域学校協働活動推進委員の確保。
・小諸市全体の教育向上のため、市内小中学校と保育園・幼稚園・養護学校・高
校、更には県立や私立の高校等とも校種を超えて交流する（校種間交流）必要
がある。

・ICT環境の整備とともに、Web会議システムを構築し、市内学校間の交流を実施。

提案

14



視察先 岐阜県飛騨市
令和６年８月２０日

１，小諸市の課題・視察目的

（１）小諸市の現状と課題
人口社会増が続いている小諸市であるが、高齢化率33%を超えて

いる現状。自治活動、農業就労の人手不足が続いている。他市の
事例を参考に取り入れる必要がある。
（２）視察の目的とねらい
飛騨市は、人口21,828人、高齢化率40.42％、全国の倍のスピード

で人口減少する過疎地域でありながら、ふるさと納税からファンづく
りを強化し、観光以上移住未満の「関係人口」増し、地域課題を解決
する関係案内所「ヒダスケ」を展開している、多様な事業に関わって
もらう「お互いさま」のまちづくりを、本市の取り組みの参考にしたい。
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２，視察の内容・概要・取り組み

平成２９年１月に立ち上げたファンクラブ会員は身内ばかりの１９９名だった。
翌年SNSの活用で口コミが広がり、さらに人が集まってくるという好循環に成功！
特典①オリジナル会員証②本人氏名入り名刺③名刺利用数によりお礼の品④宿泊特
典（電子地域通貨さるぼぼ2000円分）⑤おもてなしクーポン（総額1500円の割引
クーポン）⑥オンラインショップ利用
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ホームページ上の「ヒダスケ」にプログラムを掲載する → 全国の参加希望ヒダ
スケさんはプログラムから好きなものを選んで、Lineで申し込む仕組み、敷居が低い。

土日祝の開催がメインである。農作業繁忙期やイベント開催の多い時期には、プロ
グラム数は増加する。平均参加者数６人。一人でも、参加してくれたら嬉しいな！
というスタンスで行っている。

リピート率３１％・プログラムマッチング率９２．３％、
ヒダスケさん属性岐阜県内65.1％東海14％関東12.2％北陸甲信越5.5％ 19



・ 地域内外での往来・助けあい
が生まれ、「お互いさま」の精
神で地域の人々がエリアを超
えて助け合う土壌が育まれて
いる。

・ 交流によって改めて活動に力
が入ったり、新たな商品化に
チャレンジする動きが生まれて
いる。

・ 少しずつ賑わいが生まれ、地
域の魅力を維持する原動力に
なっている。

ヒダスケ！を活用した移住者の変化

よくある移住者の悩み

移住者が地域の方とつながる仕組みとしても機能。

地域のことが分からない。
知り合いがいない。
相談相手がいない。

地域内での孤立やトラブル・
転出の一因にもなる可能性も・・・

ヒダスケ！へ繋ぐ
ヒダスケ！から繋がる

ヒダスケ！をきっかけに
かかわりを構築

少人数での開催。ヌシ以外に
も市民の参加もある。
オタスケを通じて自然とコミ
ュニケーションが生まれる。

１～２年関わる中で、移住者は
独自にコミュニティを作り地域
に馴染んでいっていくケースが
みられる。
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・ふるさと納税から、関係人口・交流人口を増やすことは、小諸市
でも今後取り組んでいける視点であると思う。

・関係人口事業の発展として、「人交密度」を高め、多くの人と関わ
るまちづくり（嬉しい・楽しい・面白い）を追求する活動を展開する、
その先には、移住定住者、増加に繋がやもしれない。

・ふるさと納税返礼品では、飛騨牛のように、全国に知られる名産
品が小諸市にもほしい。できればどの年代にも好まれる品目が好
ましい。小諸市を知っていただくきっかけになる。

・飛騨市はファンクラブの会員に「アンケート調査」をして研究し結
果を分析している。小諸市も現在の移住者を対象に動向調査・分
析し、新たな戦略を構築して行ってはどうか。

・「お互いさま」の精神を学んだ。飛騨市は地域外から参加者を
募っているが、市内でもこの様な取り組みは出来ると思う。また、
見守りや声掛けなどの日常的な交流に繋がれば、孤立や引きこも
りの回避、虐待を防ぐことに繋がるのではないか。
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